
第
571
号

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）
五
七
一
号
（
第
四
十
九
巻
七
号
）

第 号571
（第49巻　第７号）

平成 27年７月１日発行（毎月１回発行） ＩＳＳＮ　１３４３−６０７４

福島県における
沿岸漁業再生への取組

尾 形 康 夫水産課長

　　　　福島県農林水産部　水産課福島県農林水産部水産課



◇
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
今

年
の
十
月
五
日
か
ら
番
号
が
通

知
さ
れ
、
来
年
一
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
。
恐
ら
く
内
容
が
分

か
っ
て
い
る
者
は
そ
う
多
く
は

い
ま
い
。
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
と
い
わ
れ
る
が
、
厳
密
な
個
人
情
報

管
理
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
義
務
や
手
間

の
多
さ
を
知
っ
て
驚
く
人
が
多
い
は
ず
だ
。

安
保
法
制
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
昔
の
個
人

の
総
背
番
号
制
と
変
ら
な
い
制
度
が
び
っ

し
り
と
企
画
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
行

政
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。

◇
…
「
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
」。

そ
の
育
て
の
親
は
何
と
い
っ
て
も
国
税
庁
。

番
号
制
度
は
鬼
に
金
棒
を
握
ら
せ
た
も
同

然
。
番
号
制
度
は
国
税
庁
に
と
っ
て
税
金

の
取
り
っ
ぱ
ぐ
れ
を
防
ぐ
最
強
の
武
器
。

制
度
の
初
め
は
給
料
に
加
え
て
銀
行
の
投

資
口
座
、
積
立
型
年
金
保
険
な
ど
に
紐
が

つ
く
。
更
に
次
の
手
は
銀
行
の
預
金
口
座

と
の
紐
付
け
だ
。
改
正
法
案
で
は
二
〇
一

八
年
か
ら
預
金
口
座
へ
の
適
用
が
始
ま
る
。

三
年
後
の
二
一
年
に
は
義
務
化
検
討
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
不
動
産
の
登
記

情
報
や
自
動
車
の
登
録
情
報
の
検
討
も
始

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
い
う
な
れ
ば
国
税

庁
は
国
民
の
資
産
の
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
、

両
方
の
主
要
な
部
分
を
押
さ
え
こ
む
。

◇
…
し
か
し
、
物
情
騒
然
た
る
世
間
で
あ

る
。
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
、
な
り
す
ま
し
詐
偽
へ
の
悪
用
、

財
布
の
中
身
丸
出
し
の
ま
ま
盗
ま
れ
る
心

配
も
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
扶

養
家
族
全
員
の
分
も
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
書
き
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
副
収

入
が
あ
る
場
合
は
会
社
に
分
か
り
個
人
は

丸
は
だ
か
の
状
態
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ

が
日
本
の
景
気
に
ど
う
ひ
び
い
て
い
く
の

か
。
最
強
無
敵
を
誇
る
安
倍
政
権
の
礎
を

揺
る
が
す
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

◇
…
我
々
の
個
人
情
報
は
本
当
に
守
ら
れ

る
の
か
。
こ
の
制
度
は
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
企
業
に
課
し
て
い
る
が
、
守
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
確
信
は
薄
い
。
米
国
や
韓

国
で
も
他
人
の
ナ
ン
バ
ー
を
盗
ん
で
、
そ

の
人
に
な
り
す
ま
し
た
詐
欺
事
件
が
続
々

と
出
て
い
る
。
日
本
で
も
今
年
三
月
、
大

阪
市
で
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
、

著
名
人
ら
の
戸
籍
を
不
正
に
検
索
・
閲
覧

し
て
停
職
や
減
給
と
な
っ
た
職
員
の
数
は

五
七
人
、
訓
告
処
分
の
管
理
職
は
一
三
一

人
と
異
例
の
規
模
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。

日
本
は
本
当
に
大
丈
夫
か
。（
Ｋ
）

　

大
震
災
に
よ
る
大
津
波
や
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
事
故
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
二
十

七
年
六
月
末
現
在
も
、
沿
岸
漁
業
の
操
業
は
自

粛
し
て
い
る
現
状
。
し
か
し
、
最
近
の
調
査
か

ら
魚
介
類
の
汚
染
は
確
実
に
収
束
に
向
か
っ
て

い
る
。
生
産
基
盤
の
復
旧
も
他
の
被
災
地
に
比

べ
遅
れ
気
味
で
あ
る
が
拠
点
と
な
る
産
地
卸
売

市
場
も
二
十
六
年
度
の
小
名
浜
に
続
き
、
相
馬

原
釜
も
二
十
七
年
度
に
竣
工
予
定
。
ヒ
ラ
メ
・

カ
レ
イ
類
も
評
価
は
依
然
高
く
、
漁
業
経
営
の

向
上
を
目
指
す
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。
ご
執

筆
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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一　

は
じ
め
に

　

福
島
県
の
沿
岸
漁
業
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と

そ
れ
に
伴
う
大
津
波
（
以
下
、
東
日
本
大
震
災
）、
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
（
以
下
、
原
子
力
災
害
）
に
よ
り
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
平
成
二
十
七

年
六
月
末
現
在
、
沿
岸
漁
業
は
操
業
を
自
粛
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
二
十
四
年
六
月
に
わ
ず

か
三
種
を
対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
試
験
操
業
の
対
象
種
は
平
成
二
十
七
年
六
月
末
現
在
で
六
四

　
　
　
　

福
島
県
農
林
水
産
部
水
産
課

　

福
島
県
に
お
け
る

　
　
　

沿
岸
漁
業
再
生
へ
の
取
組
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海
岸
線
は
約
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
び
、
そ
こ
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る

多
彩
な
魚
介
類
の
う
ち
、
ヒ
ラ
メ
、

カ
レ
イ
類
等
は
「
常
磐
も
の
」
と
し

て
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た

種
ま
で
拡
大
し
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
や
漁
船
な
ど
の
漁
業
生
産
基
盤
の
復
旧
も
目
に
見
え
る
か

た
ち
と
な
り
、
本
格
操
業
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
土
台
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
漁
業
生
産
基
盤
へ
の
被
害
と
復
旧
状
況
、
原
子
力
災
害
に
よ

る
沿
岸
漁
業
の
操
業
自
粛
と
そ
の
後
の
再
生
に
向
け
た
、
漁
業
者
、
漁
業
協
同
組
合
、
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
、
県
の
取
組
及
び
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二　

震
災
前
の
福
島
県
の
沿
岸
漁
業

 　

本
題
に
入
る
前
に
、
震
災
前
の
福
島
県
の
沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

福
島
県
の
海
岸
線
は
約
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、そ
の
海
域
は
親
潮
と
黒
潮
が
出
会
う「
潮

目
の
海
」
と
呼
ば
れ
、
豊
か
な
漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
多
彩
な
魚

介
類
の
う
ち
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
類
等
は
「
常
磐
も
の
」
と
し
て
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
し

た
。
漁
業
種
類
も
、
沖
合
底
び
き
網
漁
業
（
以
下
、
沖
底
）、
小
型
機
船
底
曳
網
漁
業
（
以
下
、
小

底
）、
機
船
船
び
き
網
漁
業
（
以
下
、
船
び
き
網
）、
固
定
式
さ
し
網
漁
業
（
以
下
、
さ
し
網
）
な
ど
、

多
様
な
漁
業
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

　

沿
岸
漁
業
の
水
揚
げ
量
・
金
額
は
、
平
成
十
八
～
二
十
二
年
の
五
カ
年
平
均
で
は
、
約
二
・
五
万

ト
ン
、
金
額
で
約
九
六
億
円
で
し
た
（
表
１
）。
漁
業
種
類
別
の
水
揚
げ
金
額
は
、
多
い
順
に
沖
底
、

船
び
き
網
、
さ
し
網
、
小
底
で
、
魚
種
別
で
は
多
い
順
に
シ
ラ
ス
類
、
コ
ウ
ナ
ゴ
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ図１　福島県における漁港、漁協等の位置図（平成 22年末現在）
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震
災
前
の
平
成
二
十
二
年
の
組
合
員

数
は
一
，
六
〇
七
人
、
漁
船
隻
数
は

一
，
一
五
五
隻
で
構
成
さ
れ
、
震
災

前
の
各
産
地
市
場
は
早
朝
か
ら
多
く

の
漁
業
関
係
者
で
賑
わ
っ
て
い
た

イ
類
、
タ
コ
類
等
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
県
北
の
相
馬
市
に
あ
る

松
川
浦
で
は
ア
オ
ノ
リ
（
ヒ
ト
エ
グ
サ
）
の
養
殖
漁
業
や
県
南
の
い
わ
き
市
で
は
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
の

採
貝
・
採
藻
漁
業
も
盛
ん
で
し
た
（
表
２
）。

　

平
成
二
十
七
年
六
月
現
在
、
沿
岸
漁
業
に
関
わ
る
漁
業
協
同
組
合
は
、
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
、

い
わ
き
市
漁
業
協
同
組
合
、
小
名
浜
機
船
底
曳
網
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
、
相
双
漁
協
、
い
わ
き
市

漁
協
、
小
名
底
漁
協
）
の
三
漁
協
で
、
震
災
前
の
平
成
二
十
二
年
の
組
合
員
数
は
一
，
六
〇
七
人
、

漁
船
隻
数
は
一
，
一
五
五
隻
で
構
成
さ
れ
（
表
３
）、
震
災
前
の
各
産
地
市
場
は
早
朝
か
ら
多
く
の

漁
業
関
係
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

な
お
、
本
県
に
は
沿
岸
漁
業
の
他
、
沖
合
漁
業
（
大
中
型
ま
き
網
漁
業
、
さ
ん
ま
棒
受
け
網
漁
業
）、

遠
洋
漁
業
（
遠
洋
か
つ
お
ま
ぐ
ろ
漁
業
）
を
営
む
経
営
体
が
あ
り
、
沖
合
業
業
で
は
震
災
直
後
に
業

界
独
自
の
自
主
規
制
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
通
常
に
操
業
さ
れ
、
遠
洋
漁
業
も
継
続
し
て
操
業

さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
こ
れ
ま
で
の
復
旧
状
況

１　

被
害
状
況

　

東
日
本
大
震
災
前
は
多
彩
な
水
揚
げ
物
で
活
況
を
呈
し
て
い
た
本
県
沿
岸
漁
業
で
し
た
が
、
東
日

表１　福島県における漁業種類別水揚げ状況
（H18～ 22年の 5カ年平均）

表２　福島県における主要魚種の水揚げ状況
（H18～ 22年の 5カ年平均）
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県
内
一
〇
漁
港
全
て
が
被
災
し
、
防

波
堤
、
岸
壁
等
の
決
壊
、
地
盤
沈
下

等
に
よ
り
、
漁
船
を
安
全
に
係
留
で

き
る
場
所
が
制
限

本
大
震
災
に
よ
り
、
漁
港
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
、
漁
船
・
漁
具
等
の
生
産
基
盤
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
他
、
県
の
水
産
試
験
場
相
馬
支
場
、
水
産
種
苗
研
究
所
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
、
調
査
指

導
船
が
被
災
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
原
子
力
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
一
部
の
試
験
操
業
を
除
き
、
操

業
の
自
粛
を
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
被
害
状
況
に
つ
い
て
以
下
に
示
し
ま
す
。

【
漁
港
】

　

県
内
一
〇
漁
港
全
て
が
被
災
し
、
防
波
堤
、
岸

壁
等
の
決
壊
、
地
盤
沈
下
等
に
よ
り
、
漁
船
を
安

全
に
係
留
で
き
る
場
所
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
（
査

定
決
定
額
：
約
二
一
七
億
円
）。
さ
ら
に
、
警
戒

区
域
内
に
あ
っ
た
双
葉
地
方
の
請
戸
漁
港
、
富
岡

漁
港
で
は
、
立
ち
入
り
制
限
の
影
響
で
災
害
査
定

も
被
災
か
ら
二
年
後
の
平
成
二
十
五
年
度
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

【
水
産
業
共
同
利
用
施
設
】

　

漁
業
協
同
組
合
（
以
下
、
漁
協
）、
漁
業
協
同

組
合
連
合
会（
以
下
、漁
連
）等
の
荷
さ
ば
き
施
設
、

表３　平成 22年における沿岸漁業関係漁協の状況

写真１　震災前の水揚げ状況（相馬原釜地方卸売市場）写真２　松川浦漁港・相馬原釜地方卸売市場
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津
波
等
に
よ
り
八
七
三
隻
の
漁
船
が

被
災
し
、
こ
の
う
ち
七
六
〇
隻
が
全

損
と
い
う
甚
大
な
被
害
（
被
害
額
：

六
，
〇
二
二
百
万
円
）

松
川
浦
の
ア
オ
ノ
リ
や
ア
サ
リ
の
他
、

放
流
前
の
サ
ケ
稚
魚
等
が
津
波
に
よ

り
流
失（
被
害
額
：
五
三
六
百
万
円
）

【
養
殖
関
係
】

　

養
殖
水
産
物
で
は
、
松
川
浦
の
ア
オ
ノ
リ
や
ア

サ
リ
の
他
、
放
流
前
の
サ
ケ
稚
魚
等
が
津
波
に
よ

り
流
失
し
ま
し
た
（
被
害
額
：
五
三
六
百
万
円
）。

ま
た
、
養
殖
関
連
施
設
で
は
、
ア
オ
ノ
リ
養
殖
資

材
、
サ
ケ
ふ
化
場
、
ヒ
ラ
メ
養
殖
施
設
な
ど
が
地

震
や
津
波
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

【
県
施
設
】

　

相
馬
市
に
あ
っ
た
水
産
試
験
場
相
馬
支
場
、
大

熊
町
に
あ
っ
た
水
産
種
苗
研
究
所
、
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
は
、
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
津
波
に
よ
り
水
産
種
苗
研
究
所
長
、（
財
）
福
島
県
栽
培
漁
業
協
会
理
事
長
、
技
術

者
の
尊
い
命
を
失
い
ま
し
た
。
大
熊
町
の
二
施
設
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り
現
在
も
立
ち
入
り
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。   

　

小
名
浜
港
に
係
留
さ
れ
て
い
た
調
査
指
導
船
「
い
わ
き
丸
（
一
五
九
ト
ン
）」
は
、
津
波
に
よ
り

流
出
し
、港
内
で
沈
没
し
ま
し
た
。
他
の
調
査
船
「
拓
水
（
三
〇
ト
ン
）」、取
締
船
「
あ
づ
ま
（
五
〇

ト
ン
）」
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

漁
具
倉
庫
、
製
氷
貯
氷
庫
、
燃
油
施
設
等
の
共
同
利
用
施
設
の
被
害
報
告
件
数
は
二
三
三
件
（
被
害

額
：
一
三
，
九
一
五
百
万
円
）
で
、
地
震
、
津
波
に
よ
り
多
く
の
施
設
が
流
失
、
損
壊
し
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

【
漁
船
・
漁
具
】

　

東
日
本
大
震
災
前
は
、
一
，
一
七
三
隻
の
漁
船
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
（
ま
き
網
等
の
沖

合
漁
業
を
含
む
）、
津
波
等
に
よ
り
八
七
三
隻
の

漁
船
が
被
災
し
、
こ
の
う
ち
七
六
〇
隻
が
全
損

と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
（
被
害
額
：

六
，
〇
二
二
百
万
円
）。
ま
た
、
一
，
一
五
五
式

の
漁
具
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
（
被
害
額
：
六
，

六
九
二
百
万
円
）。

【
漁
場
】

　

津
波
に
よ
り
流
出
し
た
建
物
や
自
動
車
、
漁
船
、

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
本
県
沿
岸
漁
場
や
松
川
浦
に

堆
積
し
、
操
業
の
支
障
と
な
り
ま
し
た
。

写真３　小名浜港漁港区で被災した漁船写真４　松川浦
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被
災
し
た
一
〇
漁
港
全
て
の
漁
港
で

防
波
堤
や
岸
壁
等
の
復
旧
に
着
手
し

て
お
り
、
う
ち
一
漁
港
に
つ
い
て
は

復
旧
工
事
を
完
了

２　

こ
れ
ま
で
の
復
旧
状
況

　

漁
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
漁
港
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
、
漁
船
等
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
以
下

に
示
し
ま
す
。

【
漁
港
】

　

被
災
し
た
一
〇
漁
港
全
て
の
漁
港
で
防
波
堤
や

岸
壁
等
の
復
旧
に
着
手
し
て
お
り
、
う
ち
一
漁
港

に
つ
い
て
は
復
旧
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。
平
成

二
十
九
年
ま
で
に
全
漁
港
の
復
旧
工
事
完
了
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

【
水
産
業
共
同
利
用
施
設
】

　

被
災
し
た
漁
協
等
の
共
同
利
用
施
設
や
機
器
類

の
復
旧･

整
備
を
、「
農
林
水
産
業
共
同
利
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
（
以
下
、災
害
復
旧
事
業
）」、「
水

産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
支
援
事
業
（
以
下
、
支

写真５　水産試験場相馬支場

写真６　栽培漁業センター写真７　復旧施設（相双漁協の製氷貯氷庫）
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相
双
漁
協
は
災
害
復
旧
事
業
、
支
援

事
業
に
よ
り
、
水
揚
げ
が
再
開
さ
れ

た
際
に
最
低
限
必
要
と
な
る
製
氷
貯

氷
庫
と
荷
さ
ば
き
施
設
を
相
馬
原
釜

地
区
に
い
ち
早
く
復
旧
さ
せ
、
試
験

操
業
の
早
期
着
手
を
可
能
と
し
た

現
時
点
で
は
七
四
九
隻
の
漁
船
が
稼

働
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

一
，
三
〇
四
式
の
漁
具
が
復
旧

同
利
用
小
型
漁
船
建
造
事
業
」
及
び
「
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
対
策
事
業
」
を
活
用
し
、
漁
業

協
同
組
合
等
五
団
体
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
八
七
三
隻
の
漁
船
の
う
ち
、
国
の
事
業
に
よ
り
二
一
〇
隻
（
約
二
四
％
）、
自
主
復
旧

に
よ
り
一
三
〇
隻
（
約
一
五
％
）
が
復
旧
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
七
四
九
隻
の
漁
船
が
稼
働
可

能
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
一
，
三
〇
四
式
の
漁
具
が
復
旧
し
て
い
ま
す
（
平
成
二
十
七
年
三
月

末
現
在
）。

【
漁
場
】

　

津
波
に
よ
り
漁
場
に
流
出
し
た
建
物
等
の
破
片
の
撤
去
を
、
国
の
「
漁
場
復
旧
対
策
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
漁
場
生
産
力
回
復
支
援
事
業

  

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
漁
場
に
流
出
し
た
堆
積
物
を
回
収
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
約
三
六
，
五
五
〇
ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。

○
漁
場
堆
積
物
除
去
事
業

　

平
成
二
十
三
～
二
十
六
年
度
に
、
沿
岸
域
に
お
け
る
堆
積
物
の
分
布
状
況
調
査
を
サ
イ
ド
ス
キ
ャ

ン
ソ
ナ
ー
に
よ
り
実
施
し
、
除
去
工
事
の
参
考
デ
ー
タ
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
～

二
十
四
年
度
に
は
松
川
浦
に
堆
積
し
た
流
木
や
建
物
等
の
破
片
等
を
、
県
直
営
事
業
と
し
て
起
重
機

船
を
用
い
、
約
四
二
，
七
〇
〇
ト
ン
除
去
し
ま
し
た
。
同
様
に
、
平
成
二
十
六
年
度
は
分
布
調
査
の

援
事
業
）」、「
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
漁
協
、
漁
連
、
水
産
加
工
組
合

等
一
〇
団
体
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
被
害
報
告
の
あ
っ
た
二
三
三
件
の
う
ち
、
八
二
件
（
約

三
五
％
）
が
復
旧
し
、
県
内
一
二
産
地
市
場
の
う
ち
三
市
場
が
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成

二
十
七
年
六
月
末
現
在
）。

　

こ
の
中
で
、
相
双
漁
協
は
災
害
復
旧
事
業
、
支
援
事
業
に
よ
り
、
水
揚
げ
が
再
開
さ
れ
た
際
に
最

低
限
必
要
と
な
る
製
氷
貯
氷
庫
と
荷
さ
ば
き
施
設
を
相
馬
原
釜
地
区
に
い
ち
早
く
復
旧
さ
せ
、
試
験

操
業
の
早
期
着
手
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
地
元
市
町
が
東
日
本
大
震
災
復
興
交

付
金
の
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業
に

よ
り
、
地
元
漁
協
等
の
荷
さ
ば
き
施
設
、
漁
具
倉

庫
、
冷
凍
冷
蔵
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
魚
市
場
が
い
わ
き
市
小

名
浜
で
は
平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
竣
工
し
、
相

馬
原
釜
地
区
で
は
平
成
二
十
七
年
度
内
に
竣
工
す

る
見
込
み
で
す
。

【
漁
船
・
漁
具
】

　

被
災
し
た
漁
船
・
漁
具
の
復
旧
を
、
国
の
「
共

写真８　復旧漁船
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松
川
浦
の
ア
オ
ノ
リ
養
殖
資
材
は
、

「
養
殖
施
設
災
害
復
旧
事
業
」
に
よ

り
復
旧
を
支
援
。
サ
ケ
の
ふ
化
放
流

は
、
旧
警
戒
区
域
外
に
あ
る
五
団
体

が
、
国
の
「
被
災
海
域
種
苗
放
流
支

援
事
業
」
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
再
開

新
た
に
建
造
し
た
調
査
指
導
船
「
い

わ
き
丸
（
一
八
九
ト
ン
）」
は
、
平

成
二
十
六
年
十
月
に
就
航

が
ら
、
震
災
前
と
同
等
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
産
種
苗
研
究
所
は
、
水
産
試
験

場
に
一
部
機
能
を
移
し
、
仮
施
設
に
よ
り
試
験
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
水
産
種
苗
研
究
所

及
び
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
は
、
相
馬
市
に
移
転
し
、
相
馬
共
同
火
力
発
電
所
の
温
排
水
を
飼
育
水
と

し
て
利
用
す
る
従
来
と
同
様
の
規
模
・
能
力
で
の
復
旧
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
沈
没
し
た
調
査
指
導
船
「
い
わ
き
丸
」
の
機
能
を
補
う
た
め
の
代
船
と
し
て
、
平
成
二
十
四

年
十
月
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
ま
で
独
立
行
政
法
人

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
調
査
船
「
こ
た
か
丸

（
五
九
ト
ン
）」
を
借
用
し
、
海
洋
環
境
、
資
源
調
査
に

加
え
て
、
放
射
性
物
質
検
査
用
の
サ
ン
プ
ル
採
集
等
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
た
に
建
造
し
た
調
査
指
導
船「
い
わ
き
丸（
一
八
九

ト
ン
）」
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
に
就
航
し
、
最
新

鋭
の
機
器
に
よ
る
水
産
資
源
、
海
洋
環
境
等
の
調
査
に

加
え
、
海
底
土
の
放
射
性
物
質
濃
度
を
連
続
し
て
計
測

可
能
な
機
器
に
よ
り
広
範
囲
な
放
射
性
物
質
の
分
布
等

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
沿
岸
漁
業
の
再
開
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

結
果
を
も
と
に
、
相
馬
市
沿
岸
域
等
に
お
い
て
、

漁
業
者
グ
ル
ー
プ
が
回
収
で
き
な
い
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
等
大
型
の
堆
積
物
を
約
六
五
〇
ト
ン
除
去
し
ま

し
た
。

【
養
殖
関
係
】

　

松
川
浦
の
ア
オ
ノ
リ
養
殖
資
材
は
、「
養
殖
施

設
災
害
復
旧
事
業
」
に
よ
り
復
旧
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
サ
ケ
の
ふ
化
放
流
は
、
旧
警
戒
区
域
外
に

あ
る
五
団
体
が
、
国
の
「
被
災
海
域
種
苗
放
流
支

援
事
業
」
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
再
開

し
、
毎
年
、
約
九
〇
〇
万
尾
～
一
，
〇
〇
〇
万
尾

の
稚
魚
が
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
前
の
平
成
二
十
一
年
度
の
放
流
尾
数
は
約
四
，
六
〇
〇
万
尾

で
し
た
の
で
、
約
二
〇
％
の
復
旧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
県
施
設
】

　

相
馬
市
に
あ
っ
た
水
産
試
験
場
相
馬
支
場
は
、
残
存
し
た
旧
施
設
を
改
修
し
て
平
成
二
十
五
年
七

月
に
復
旧
さ
せ
、
い
わ
き
市
に
あ
る
水
産
試
験
場
本
場
と
連
携
し
、
消
失
し
た
デ
ー
タ
を
修
復
し
な 写真９　漁場復旧（松川浦の堆積物除去工事）写真10　復旧した水産試験場相馬支場
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「
福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画（
ふ

く
し
ま
農
林
水
産
業
新
生
プ
ラ
ン
）」

を
平
成
二
十
五
年
三
月
に
策
定

　

な
お
、
水
産
試
験
場
相
馬
支
場
、
調
査
指
導
船
「
い
わ
き
丸
」
及
び
水
産
種
苗
研
究
仮
施
設
は
、

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
を
活
用
し
、
復
旧
整
備
し
ま
し
た
。

３　

水
産
業
の
再
生
に
向
け
た
計
画
策
定

　

本
県
農
林
水
産
業
の
再
生
に
向
け
た
計
画
と
し
て
、「
福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
（
ふ
く
し

ま
農
林
水
産
業
新
生
プ
ラ
ン
）」
を
平
成
二
十
五
年
三
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、本
振
興
計
画
の
重
点
戦
略
で
あ
る「
水
産
業
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
２
）で
は
、

四
つ
の
柱
で
本
県
水
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

四　

本
県
沿
岸
漁
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組

　

福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
の
重
点
戦
略
「
水
産
業
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、

漁
業
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
沿
岸
漁
業
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
漁
船
・
漁
業
関
連
施

設
等
の
生
産
基
盤
の
復
旧
」
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
述
べ
て
お
り
ま
す
の
で
、「
漁
業
再
開
の
支
援
」、

「
漁
業
担
い
手
の
育
成
・
確
保
」、「
水
産
資
源
の
維
持
・
培
養
」
の
三
つ
の
柱
に
つ
い
て
示
し
ま
す
。

図２　水産業の活性化プロジェクト
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「
福
島
県
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力

災
害
対
策
編
）」
の
緊
急
時
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
基
づ
き
、
水
産
物

の
安
全
性
確
認
を
目
的
に
、
試
験
操

業
対
象
種
や
対
象
候
補
種
、
出
荷
制

限
魚
種
及
び
制
限
解
除
を
検
討
し
て

い
る
魚
種
を
中
心
に
平
成
二
十
三
年

三
月
か
ら
実
施

全
体
的
に
魚
介
類
に
含
ま
れ
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
低
下
傾
向

　

ま
た
、
全
体
的
に
魚
介
類
に
含
ま
れ
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
食
品
衛
生

法
上
の
基
準
値
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
一
〇
〇
Bq
を

超
え
る
検
体
の
割
合
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は

三
四
・
九
％
で
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
に

一
二
・
八
％
、
平
成
二
十
五
年
度
に
二
・
三
％
、

平
成
二
十
六
年
度
は
〇
・
五
％
と
確
実
に
減
少
し

て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
に
福
島
の
沿
岸
漁
業
を

代
表
す
る
ヒ
ラ
メ
、
イ
シ
ガ
レ
イ
、
マ
コ
ガ
レ
イ

を
含
め
た
二
九
種
の
海
産
魚
介
類
（
表
４
）
で
国

か
ら
の
出
荷
制
限
指
示
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
出
荷
及
び
摂
取
制
限
が
解
除
さ
れ
た
魚
種

は
コ
ウ
ナ
ゴ
等
の
一
五
種
（
表
５
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
県
の
重
要
種
で
あ
る

マ
ガ
レ
イ
（
表
２
参
照
）
が
平
成
二
十
六
年
四
月

十
六
日
に
解
除
さ
れ
、
同
八
月
二
十
五
日
に
沖
底

の
試
験
操
業
対
象
種
に
な
っ
た
こ
と
は
、
漁
業
関

１　

漁
業
再
開
の
支
援

【
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
】

　

緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
（
以
下
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
）
は
、「
福
島

県
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」
の
緊
急
時
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
基
づ
き
、
水
産

物
の
安
全
性
確
認
を
目
的
に
、
試
験
操
業
対
象
種
や
対
象
候
補
種
、
出
荷
制
限
魚
種
及
び
制
限
解
除

を
検
討
し
て
い
る
魚
種
を
中
心
に
平
成
二
十
三
年
三
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
検
体
は
、
漁
業
者
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
た
め
に
漁
獲
し
た
も

の
と
水
産
試
験
場
の
調
査
船
で
採
取
し
た
も
の
で
す
。
採
取
さ
れ
た
検
体
は
水
産
試
験
場
に
持
ち
込

ま
れ
、
コ
ウ
ナ
ゴ
や
シ
ラ
ス
類
を
除
き
、
可
食
部
の
み
の
切
り
身
状
態
に
処
理
さ
れ
ま
す
。
処
理
さ

れ
た
検
体
は
、
農
林
水
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
機
関
で
あ
る
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
測
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
海
産

魚
介
類
は
毎
週
約
二
〇
〇
検
体
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
六
月
末
時
点
で
海
産
魚
介
類
は
一
七
八
種
、
延
べ
二
八
，
〇
五
九
検
体
に
つ
い
て

検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
か
ら
、
魚
種
毎
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
傾

向
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
試
験
操
業
対
象
種
の
検
討
や
操
業
海
域

の
拡
大
に
役
立
ち
ま
し
た
。

図３　検体数と放射性Csが 100Bq/kg を超えた割合・NDの割合
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平
成
二
十
四
年
一
月
に
同
場
に
整
備

さ
れ
た
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出

器
を
最
大
限
に
活
用
し
、
き
め
細
か

な
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

係
者
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
魚
介
類
に
つ
い
て
は
、
出
荷
制
限
等
の

解
除
を
速
や
か
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
放
射
性
物
質
に
関
す
る
調
査
研
究
】

　

水
産
試
験
場
で
は
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
デ
ー
タ
を
詳
細
に
解
析
す
る
と
と
も
に
、
平
成

二
十
四
年
一
月
に
同
場
に
整
備
さ
れ
た
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
最
大
限
に
活
用
し
、
き
め

細
か
な
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
餌
料
生
物
や
主
要
魚
類
の
筋
肉
、
肝
臓
、

生
殖
腺
等
部
位
別
の
放
射
性
物
質
濃
度
、
ヒ
ラ
メ
、
ウ
ニ
等
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
蓄
積
・

排
出
過
程
等
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
成
果
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
へ
の
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
水
産
関
係
の
学
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
お
い
て
も
研
究

成
果
と
し
て
発
表
し
、
機
会
に
応
じ
消
費
者
等
に
対
し
て
も
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
結
果
と
併

せ
て
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
試
験
操
業
拡
大
へ
の
取
組
】

　

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
魚
種
毎
の
一
般
的
傾
向
が
徐
々
に
明
ら
か

に
な
り
、
放
射
性
物
質
の
基
準
値
を
超
え
る
魚
介
類
が
い
る
一
方
で
、
タ
コ
類
、
貝
類
を
中
心
に
安

全
が
確
認
さ
れ
る
も
の
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
県
漁
連
は
漁
業
再
開
に
向
け
た
具
体
的
取

組
を
検
討
す
る
た
め
、
国
の
「
漁
業
復
興
支
援
運
営
事
業
」
を
活
用
し
、
平
成
二
十
四
年
二
月
に
漁

表４　国から出荷制限の指示がなされている海産魚介類

表５　国から摂取及び出荷制限指示が解除された海産魚介類
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平
成
二
十
四
年
二
月
「
福
島
県
地
域

漁
業
復
興
協
議
会
」
を
設
置
。
同
年

三
月
に
は
「
相
馬
双
葉
漁
協
試
験
操

業
・
流
通
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
た

業
団
体
、
流
通
業
者
、
消
費
者
、
学
識
経
験
者
、
国
、

県
等
を
構
成
員
と
す
る
「
福
島
県
地
域
漁
業
復
興

協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
三
月
に
は
「
相
馬
双
葉
漁
協
試
験

操
業
・
流
通
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
県
の

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
結
果
に
基
づ
き
選
定

し
た
魚
介
類
を
試
験
的
に
漁
獲
、
流
通
し
、
市
場

の
評
価
を
得
る
た
め
の
試
験
操
業
計
画
の
検
討
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
組
織
に
よ
る
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、

ミ
ズ
ダ
コ
、
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
、
シ
ラ
イ
ト
マ
キ
バ
イ

の
三
種
に
限
定
し
た
相
馬
双
葉
漁
協
の
試
験
操
業
計
画
が
平
成
二
十
四
年
六
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ

た
県
下
漁
業
協
同
組
合
長
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
に
相
馬
双
葉
漁

協
の
沖
合
底
び
き
網
漁
船
六
隻
が
、
水
深
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
深
の
相
馬
海
域
に
お
い
て
試
験
操
業

を
行
い
、
一
年
三
ヶ
月
ぶ
り
に
松
川
浦
漁
港
に
水
揚
げ
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
験
操
業
に
向
け
た
取
組
は
、
県
内
全
域
に
拡
大
し
、
い
わ
き
地
区
の
漁
協
に
も
試
験
操
業
検
討

委
員
会
が
平
成
二
十
四
年
七
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

に
よ
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
魚
種
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
協
議
は
さ
ら
に
活
性
化 写真11　試験操業の水揚げ

トピックス　試験操業の現況
　試験操業は、緊急時モニタリン
グ検査で安全が確認されている魚
介類に限定し、小規模な操業と販
売を試験的に行い、出荷先での評
価を調査して、本県の沿岸漁業の
再開に向けた基礎情報を得るため
に行っています。試験操業着手ま
でのフローは、先ず、相双、いわ
き地区の漁業者や流通業者が対象
種や操業計画、流通体制等を検討
し、各地区の試験操業検討委員会
で合意を図り、県地域漁業復興協
議会で計画案が協議され、最終的に県下漁業協同組合長会議で決定されます。

試験操業海域
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福
島
県
産
の
も
の
を
買
い
控
え
る
人

が
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
水
揚
げ

量
も
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
を

消
費
者
等
へ
伝
え
、
本
県
産
水
産
物

の
安
全
性
へ
の
理
解
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
が
漁
業
再
開
へ
の
側
面
的
な

支
援
と
し
て
重
要

漁
業
関
係
者
に
加
え
一
般
消
費
者
に

対
す
る
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

結
果
や
水
産
試
験
場
の
研
究
成
果
等

に
関
す
る
説
明
会
や
研
修
会
等
を
積

極
的
に
開
催
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト

等
を
活
用
し
た
本
県
産
水
産
物
の
安

全
性
Ｐ
Ｒ
活
動
等
の
支
援
も
実
施

対
す
る
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
結
果
や
水
産
試
験
場

の
研
究
成
果
等
に
関
す
る
説
明
会
や
研
修
会
等
を
積
極
的

に
開
催
す
る
ほ
か
、
漁
業
者
、
漁
協
等
自
ら
が
取
り
組
む
、

イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
た
本
県
産
水
産
物
の
安
全
性
Ｐ
Ｒ

活
動
等
の
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

２　

漁
業
担
い
手
の
育
成
・
確
保

【
震
災
漁
業
経
営
対
策
特
別
資
金
の
創
設
】

　

制
度
資
金
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
、

本
県
水
産
業
の
振
興
の
た
め
、
福
島
県
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
や
関
係
漁
業
協
同
組
合
等
の
漁
業
関
係
団
体
、

農
林
中
央
金
庫
及
び
関
係
市
町
と
連
携
し
、「
漁
業
近
代
化

資
金
」、「
漁
業
振
興
資
金
」、「
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
」
等

の
活
用
に
よ
り
、
漁
具
や
設
備
の
整
備
、
経
営
維
持
に
必

要
な
資
金
の
融
通
等
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
の

影
響
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い
る
漁
業
者
及
び
水
産
加

し
、
各
地
区
の
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
漁
法
毎
の
操
業
委
員
会
、
部
会
等
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
対
象
魚
種
、
海
域
、
漁
法
の
拡
大
が
進
み
、
平
成
二
十
七
年
六
月
末
現
在
で
は
、
試
験

操
業
対
象
種
は
六
四
種
、
対
象
漁
法
は
八
漁
法
、
対
象
海
域
も
旧
警
戒
区
域
を
除
く
ほ
ぼ
本
県
海
域

全
域
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
水
揚
げ
量
は
、
平
成
二
十
四
年
が
約
一
二
一
ト
ン
、
平
成
二
十
五
年

が
約
四
〇
八
ト
ン
、
平
成
二
十
六
年
が
約
七
四
二
ト
ン
と
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
風
評
対
策
】

　

試
験
操
業
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
（
一
五
都
府
県
）
に
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
数
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
他
県
産
並
の
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
福
島
県
産
の
も
の
を
買
い
控
え
る
人
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
水
揚
げ
量
も
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
を
消
費
者
等
へ
伝
え
、
本
県
産
水
産
物
の
安
全

性
へ
の
理
解
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
漁
業
再
開
へ
の
側
面
的
な
支
援
と
し
て
重
要
で
す
。

　

県
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
は
、
こ
れ
ま
で
二
万
件
以
上
に
つ
い
て
実
施
し
、
汚
染
は
確
実

に
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
や
試
験
操
業
の

取
組
等
の
分
か
り
や
す
い
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
首
都
圏
の
流
通
業
者
、
消
費
者
等
を
漁
業
現
場

に
招
き
、
県
、
漁
協
等
か
ら
説
明
し
、
併
せ
て
漁
協
の
放
射
性
物
質
検
査
室
を
実
際
に
見
て
も
ら
う

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、
正
確
な
情
報
発
信
と
風
化
防
止
の
た
め
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
ツ

ア
ー
等
を
平
成
二
十
五
年
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
業
関
係
者
に
加
え
一
般
消
費
者
に

トピックス：メディア・ツアー
　平成 26 年 10 月 8 日にメディアの方々を
相馬市に招き、試験操業の水揚げ現場や自
主検査体制等を見てもらう「メディア・ツ
アー」を実施しました。本県産水産物の安
全性や試験操業の取組を理解して頂き、正
確で分かりやすい情報を発信してもらうた
めの県の取組です。中央から多数のメディ
アの方々に参加頂き、その後は、試験操業
の取組等が多くの新聞等で分かりやすく報
道されました。
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平
成
二
十
三
年
度
に
新
た
に
福
島
県

独
自
の
資
金
と
し
て
「
東
日
本
大
震

災
漁
業
経
営
対
策
特
別
資
金
」
を
創

設「
漁
業
担
い
手
活
動
強
化
推
進
事
業

（
平
成
二
十
四
年
度
）」、「
漁
業
復

興
担
い
手
活
動
支
援
事
業
（
平
成

二
十
六
年
度
）」
に
よ
り
多
様
な
活

動
に
対
応
で
き
る
支
援
を
実
施
し
、

担
い
手
の
意
欲
の
維
持
・
向
上
に
努

め
て
い
る

物
の
安
全
性
Ｐ
Ｒ
、
試
験
操
業
水
揚
げ
物
の
付
加
価
値

向
上
の
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
漁
業
担
い
手
の
活
動
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、
県

の
「
漁
業
担
い
手
活
動
強
化
推
進
事
業
（
平
成
二
十
四

年
度
）」、「
漁
業
復
興
担
い
手
活
動
支
援
事
業
（
平
成

二
十
六
年
度
）」
に
よ
り
多
様
な
活
動
に
対
応
で
き
る

支
援
を
実
施
し
、
担
い
手
の
意
欲
の
維
持
・
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

【
漁
業
復
興
担
い
手
確
保
支
援
事
業　

―
漁
労
技
術
の

伝
承
へ
の
支
援
―
】

　

沿
岸
漁
業
の
操
業
自
粛
が
長
期
化
し
、
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た
漁
労
技
術
の
衰
退
が
懸

念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
に
は
県
単
独
の
重
点
事
業
「
漁
業
復
興
担
い
手
確
保
支
援

事
業
」
に
よ
り
、
若
手
漁
業
者
へ
の
漁
労
技
術
研
修
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
計
六
四
回
、
七
地
区
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
若
手
漁
業
者
は
述
べ
四
六
七
名
で
し
た
。
参

加
者
の
年
齢
は
、
三
〇
歳
代
が
六
一
％
と
最
も
多
く
、
四
〇
歳
未
満
が
全
体
の
八
八
％
を
占
め
、
次

代
を
担
う
若
い
世
代
の
参
加
は
、
漁
業
再
開
に
向
け
た
意
欲
の
あ
ら
わ
れ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

の
研
修
事
業
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
国
事
業
（
漁
業
復
興
担
い
手
確
保
支
援
事
業
）
に
よ
り

工
業
者
に
対
し
、
震
災
な
ど
に
よ
り
滅
失
し
た
漁
具
・
設
備
な
ど
の
購
入
や
経
営
維
持
の
た
め
に
必

要
な
資
金
等
を
円
滑
に
融
通
す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
に
新
た
に
福
島
県
独
自
の
資
金
と
し
て

「
東
日
本
大
震
災
漁
業
経
営
対
策
特
別
資
金
」
を
創
設
し
、
福
島
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に

資
金
を
預
託
す
る
と
と
も
に
、
農
林
中
央
金
庫
、
福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と
連
携
し
末
端
金

利
を
無
利
子
化
し
、
漁
具
、
設
備
等
の
復
旧
や
経
営
維
持
に
必
要
な
資
金
の
融
通
等
に
よ
る
支
援
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
漁
業
近
代
化
資
金
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
水
産
関
係
資
金
無
利
子
化
事
業
」
に
よ
り

無
利
子
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
前
述
の
「
東
日
本
大
震
災
漁
業
経
営
対
策
特
別
資
金
」
と
併
せ
て
、

漁
具
、
設
備
等
の
復
旧
を
、
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

【
漁
業
復
興
担
い
手
活
動
支
援
事
業
他　

―
自
主
的
活
動
へ
の
支
援
―
】

　

震
災
以
前
か
ら
漁
業
担
い
手
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
沿
岸
漁
業
の
操
業
自
粛
が
長

期
化
す
る
こ
と
で
、
担
い
手
の
さ
ら
な
る
減
少
や
漁
労
技
術
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災

以
前
は
若
手
漁
業
者
等
が
行
う
産
直
活
動
等
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
視
点
で
の
支
援
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災
以
降
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
以
下
に
示
し
ま
す
。

　

若
手
漁
業
者
等
の
自
主
的
活
動
は
、
震
災
年
の
平
成
二
十
三
年
は
活
動
休
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
四
年
に
は
、
消
費
地
市
場
に
お
け
る
試
験
操
業
水
揚
げ
物
の
評
価
調
査
、
漁
業
先

進
地
の
視
察
研
修
等
の
活
動
が
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
た
本
県
産
水
産写真12　イベントを活用した安全性PR
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試
験
操
業
の
拡
大
と
沿
岸
漁
業
の
早

期
再
開
を
促
進
す
る
事
業
と
し
て
、

県
単
独
の
重
点
事
業
「
新
漁
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
（
平
成
二
十
六
年

度
）」
を
創
設

調
査
指
導
船
の「
い
わ
き
丸
」や「
拓

水
」
に
よ
り
、
資
源
状
況
等
の
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
試
験
操
業
を

行
っ
て
い
る
漁
船
の
漁
獲
状
況
を
解

析
し
、
震
災
前
と
の
比
較
を
行
っ
て

い
る

種
に
お
い
て
、
小
型
魚
の
保
護
、
漁
獲
量
の
制
限
、
保
護
区
の
設
定
、
漁
期
の
制
限
な
ど
、
漁
業
者

が
自
主
的
な
資
源
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
表
６
）。
ま
た
、
サ
バ
類
や
サ
ン
マ
等
を
対
象
と
す

る
沖
合
漁
業
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た
年
間
の
漁
獲
可
能
量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に
基
づ
く
漁
獲
量
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
は
、
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
す
る
た
め
、
県
内
で
の
水
揚
げ
金
額
が
大

き
い
沿
岸
漁
業
対
象
種
、
栽
培
漁
業
対
象
種
な
ど
三
〇
魚
種
に
つ
い
て
、
資
源
状
況
や
想
定
さ
れ
る

管
理
方
策
を
ま
と
め
た
資
源
評
価
表
を
作
成
し
、
漁
業
関
係
者
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
自

主
的
管
理
の
取
組
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
津
波
や
沿
岸
漁
業
の
長
期
に
わ
た
る

操
業
自
粛
が
水
産
資
源
に
及
ぼ
す
影
響
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
岸
漁
業
の
再
開
に
向
け
、
資

源
状
況
等
の
調
査
や
漁
業
者
へ
の
情
報
提
供
が
よ
り
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
調
査
指
導
船
の
「
い

わ
き
丸
」
や
「
拓
水
」
に
よ
り
、
資
源
状
況
等
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
試
験
操
業
を
行
っ
て
い

る
漁
船
の
漁
獲
状
況
を
解
析
し
、
震
災
前
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
マ
ダ
ラ
を
は

じ
め
多
く
の
魚
種
で
震
災
前
よ
り
資
源
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た

（
図
４
）。

【
資
源
管
理
体
制
の
充
実
と
新
た
な
資
源
管
理
方
策
の
提
案
】

　

沿
岸
漁
業
の
再
開
に
あ
た
っ
て
、
震
災
後
の
資
源
状
況
に
応
じ
た
資
源
管
理
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
資
源
調
査
結
果
を
漁
業
関
係
者
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
震
災
後
の
資
源
状
況

に
最
適
な
資
源
管
理
方
策
な
ど
、
新
た
な
取
組
の
提
案
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

継
続
さ
れ
、
県
で
は
普
及
指
導
員
が
中
心
と
な
り
事
業
運

営
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
新
漁
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業　

―
試
験
操
業
へ
の
参

加
促
進
―
】

　

漁
具
が
な
い
た
め
試
験
操
業
へ
参
加
で
き
な
い
漁
業

者
や
、
試
験
操
業
に
参
加
で
き
て
も
漁
法
に
よ
っ
て
は
取

組
期
間
が
短
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

試
験
操
業
の
拡
大
と
沿
岸
漁
業
の
早
期
再
開
を
促
進
す

る
事
業
と
し
て
、
県
単
独
の
重
点
事
業
「
新
漁
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
（
平
成
二
十
六
年
度
）」
を
創
設
し
、
新

た
に
試
験
操
業
に
参
加
す
る
意
欲
あ
る
漁
業
者
に
対
し

漁
具
等
の
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

３　

水
産
資
源
の
維
持
・
培
養

【
水
産
資
源
の
調
査
】

　

福
島
県
の
沿
岸
漁
業
で
は
、
震
災
以
前
か
ら
主
要
な
魚

写真13　漁労技術研修（平成 25年度）
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表６　福島県における自主的な資源管理内容（魚種毎）※1

図４　底びき網漁船におけるCPUE　変化
CPUE：1時間曳網当りの漁獲量　　対象海域：水深 150～ 225mの海域

トピックス
　平成 26 年 10 月に就航した調査指導船「いわき丸」は、189 トン、1,800 馬
力と以前の「いわき丸」よりも大型で、１回の航海もより長くできるため、こ
れまで以上に広範囲の調査が可能となっています。海底土の放射性物質濃度を
連続して計測可能な機器や最新鋭の調査機器を搭載しており、様々な調査を実
施しています。

（海底土の放射性物質濃度連続測定器）
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県
内
で
の
種
苗
生
産
体
制
が
整
う
ま

で
の
間
、
国
の
「
被
災
海
域
に
お
け

る
種
苗
放
流
支
援
事
業
」を
活
用
し
、

（
公
財
）
福
島
県
栽
培
漁
業
協
会
が

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
他
県
の
種
苗

生
産
施
設
で
、
本
県
へ
の
放
流
種
苗

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る

水
産
種
苗
研
究
所
及
び
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
は
、
相
馬
市
で
の
復
旧
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る

【
水
産
種
苗
研
究
・
生
産
施
設
の
復
旧
】

　

津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
原
子
力
災
害
に
よ
り
現
在
も
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い

る
大
熊
町
に
あ
っ
た
水
産
種
苗
研
究
所
及
び
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
は
、
相
馬
市
で
の
復
旧
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
生
産
規
模
は
、
震
災
前
の

ヒ
ラ
メ
一
〇
〇
万
尾
、
ア
ワ
ビ
一
〇
〇
万
個
、
ア
ユ
三
〇
〇
万
尾
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

五　

本
県
沿
岸
漁
業
の
再
生
に
向
け
て
の
課
題
等

１　

漁
船
・
漁
業
関
連
施
設
等
の
生
産
基
盤
の
復
旧

【
水
産
業
共
同
利
用
施
設
】

　

施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
の
影
響
に
よ
り
漁
業
再
開
の
判
断
が
難
し
く
計
画
的
な

整
備
が
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
旧
警
戒
区
域
内
に
あ
る
漁
協
の
施
設
復
旧
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

計
画
策
定
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
国
の
支
援
事
業
の
継
続
が
今
後
と
も
必
要
不

可
欠
で
す
。

【
漁
船
】

　

漁
船
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
試
験
操
業
を
除
き
、
沿
岸
漁
業
の
操

震
災
後
の
調
査
デ
ー
タ
に
対
応
し
た
資
源
量
推
定
な
ど
の
解
析
手
法
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
種
苗
生
産
体
制
の
再
構
築
】　

　

県
内
で
の
種
苗
生
産
体
制
が
整
う
ま
で
の
間
、国
の
「
被
災
海
域
に
お
け
る
種
苗
放
流
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、（
公
財
）
福
島
県
栽
培
漁
業
協
会
が
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
他
県
の
種
苗
生
産
施
設
で
、

本
県
へ
の
放
流
種
苗
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
水

産
振
興
公
社
の
協
力
を
得
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
、
毎
年
一
〇
万
尾
の
稚
魚
の
放
流
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
南
伊
豆
庁
舎
の

協
力
を
得
て
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
毎
年
五
万

個
の
稚
貝
の
放
流
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
・

ア
ワ
ビ
と
も
に
、
従
来
の
一
〇
分
の
一
程
度
の
放
流

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
漁
業
再
開
に
向
け
た
資
源
確

保
の
た
め
、
種
苗
放
流
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

写真14　ヒラメの放流
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平
成
二
十
七
年
度
以
降
も
、
本
県
沿

岸
域
の
堆
積
物
を
順
次
除
去
し
て
い

く
予
定
だ
が
、
他
事
業
で
の
復
旧
工

事
の
実
施
に
伴
っ
て
、
資
機
材
や
人

材
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
除

去
工
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
課

題
と
な
っ
て
い
る

現
在
、
県
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
等
に
よ
り
、
安
全
性
が
確
認
さ

れ
た
魚
種
を
流
通
さ
せ
る
試
験
操
業

が
行
わ
れ
、
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産
物

の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
者
の

放
射
性
物
質
に
対
す
る
不
安
を
払

し
ょ
く
す
る
た
め
、
漁
協
に
よ
る
自

主
検
査
が
行
わ
れ
て
い
る

２　

漁
業
再
開
の
支
援

【
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
】

　

産
地
市
場
の
復
旧
が
進
み
、
試
験
操
業
が
拡
大
す
る
中
で
、
漁
業
者
か
ら
は
漁
業
再
開
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も
水
産
物
の
安
全
性
確
認
及
び
主
要
魚
種
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
、
緊

急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　【
多
種
多
様
な
水
産
物
に
対
応
で
き
る
検
査
体
制
の
構
築
】

　

現
在
、
県
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
等
に
よ
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
魚
種
を
流
通
さ
せ

る
試
験
操
業
が
行
わ
れ
、
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産
物
の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
者
の
放
射
性
物
質

に
対
す
る
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
漁
協
に
よ
る
自
主
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

試
験
操
業
は
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
魚
種
を
順
次
対
象
と
し
て
規
模
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
漁
協
の
自
主
検
査
体
制
は
、
対
象
魚
種
や
水
揚
げ
量
の
増
加
に
対
応
し
つ
つ
、
消
費
者
に

安
心
を
提
供
し
、
販
路
拡
大
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
漁
連
で
は
、

平
成
二
十
六
年
一
月
に
自
主
検
査
体
制
の
再
構
築
を
検
討
す
る
水
産
物
検
査
体
制
等
検
討
部
会
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
検
討
部
会
で
は
、
自
主
検
査
体
制
の
現
状
と
今
後

想
定
さ
れ
る
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
県
が
実
施
し
た
「
流
通
業
界
に
お
け
る
水
産
物

の
検
査
体
制
へ
の
要
望
調
査
」の
結
果
を
参
考
に
効
率
的
な
検
査
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

業
自
粛
が
継
続
し
て
い
る
中
で
、
漁
船
の
復
旧
を
躊
躇
す
る
漁
業
者
が
い
る
こ
と
、
ま
た
造
船
所
の

作
業
員
不
足
等
の
た
め
漁
船
建
造
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
の
支
援
事
業
の
継
続
が
今
後

と
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

【
漁
場
】

　

平
成
二
十
七
年
度
以
降
も
、
本
県
沿
岸
域
の
堆
積
物
を
順
次
除
去
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
他
事

業
で
の
復
旧
工
事
の
実
施
に
伴
っ
て
、
資
機
材
や
人
材
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
除
去
工
事
を

進
め
て
い
く
う
え
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
要
件
等
を
改
善
し
な
が
ら
確
実
な
実
施
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
警
戒
区
域
内
の
堆
積
物
除
去
に
つ
い
て
は
、
未
着
手
の
状
況
に
あ
り
、
着
手
に
向
け
関

係
組
織
と
の
協
議
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
復
興
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
復
興
集
中
期
間
の
終
期
が
平
成
二
十
七
年
度
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
国
に
対
し
て
は
事
業
の
延
長
と
確
実
な
予
算
も
確
保
を
今
後
と
も
強
く
要
望
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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二
万
件
以
上
に
も
及
ぶ
県
の
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
結
果
や
水
産
試

験
場
の
調
査
研
究
か
ら
、
魚
介
類
の

汚
染
は
確
実
に
収
束
に
向
か
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
本
県
海
域
、
魚
介
類
の
安
全
性

Ｐ
Ｒ
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る

震
災
後
の
資
源
状
況
を
踏
ま
え
、
漁

業
関
係
者
と
と
も
に
既
存
の
資
源
管

理
対
象
種
の
管
理
内
容
を
検
証
し
、

漁
業
者
の
総
意
を
反
映
し
た
管
理
内

容
と
す
る
た
め
、
漁
業
関
係
者
間
の

協
議
の
場
の
充
実
を
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る

３　

漁
業
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　

担
い
手
の
漁
業
再
開
へ
の
意
欲
の
維
持
・
向
上
と
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
に
必
要
な
担
い
手
の

育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、
担
い
手
が
取
り
組
む
多
様
な
生
産
活
動
等
を
経
費
面
、
運
営
面
か
ら
引

き
続
き
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４　

水
産
資
源
の
維
持
・
培
養

　

福
島
県
沿
岸
の
水
産
資
源
は
、
各
種
調
査
・
解
析
で
増
加
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
資
源

を
最
も
効
率
的
に
活
用
し
、
さ
ら
に
新
た
な
付
加
価
値
形
成
に
よ
る
漁
業
経
営
の
向
上
な
ど
、
福
島

県
版
漁
業
管
理
の
構
築
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
震
災
後
の
資
源
状
況
を
踏
ま
え
、
漁
業
関
係
者

と
と
も
に
既
存
の
資
源
管
理
対
象
種
の
管
理
内
容
（
漁
獲
時
期
や
サ
イ
ズ
等
）
を
検
証
し
、
漁
業
者

の
総
意
を
反
映
し
た
管
理
内
容
と
す
る
た
め
、
漁
業
関
係
者
間
の
協
議
の
場
の
充
実
を
支
援
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
水
産
種
苗
研
究
・
生
産
施
設
整
備
の
確
実
な
進
行
管
理
や
種
苗
生
産
体
制
の
具

体
的
な
再
構
築
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
風
評
対
策
】

　

風
評
対
策
に
つ
い
て
は
、
二
万
件
以
上
に
も

及
ぶ
県
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
結
果

や
水
産
試
験
場
の
調
査
研
究
か
ら
、
魚
介
類
の

汚
染
は
確
実
に
収
束
に
向
か
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
本
県
海
域
、
魚

介
類
の
安
全
性
Ｐ
Ｒ
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
現
場
で
直

接
、
消
費
者
等
に
訴
求
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
は
、
参
加
者
の
理
解
度
が
高
ま
る
最
も
効

果
的
な
取
組
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、海
水
、

海
底
土
、
魚
介
類
等
の
検
査
結
果
等
は
検
査
を

実
施
し
て
い
る
各
組
織
が
Ｈ
Ｐ
上
で
公
表
し

て
い
る
も
の
の
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
の

一
元
的
な
発
信
体
制
の
整
備
が
今
後
の
課
題

で
す
。

トピックス　漁協の自主検査
　漁協の自主検査は試験操業の水揚げ日毎に、放射性物質検査の研修を受けた
漁協職員が行っています。漁協の検査室は、相馬といわきに設置され、機器は
NaI ８台、CsI ２台の合計 10 台で検査を実施しています。
　対象種が増加していく中、消費者に理解され、かつ効率的な検査手法や体制
の構築に向け、県漁連、漁協、行政等で構成される水産物検査体制等検討部会
で協議がなされています。
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構
築
や
、
本
県
産
水
産
物
に
対
す
る
風
評
対
策
の
強
化
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
漁
業
者
が
希
望
を
寄
せ
る
増
加
し
た
操
業
自
粛
後
の
水
産
資
源
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
で

十
分
に
協
議
し
、
持
続
的
資
源
利
用
の
実
現
に
よ
り
、
漁
業
経
営
の
向
上
を
目
指
す
な
ど
、
マ
イ
ナ

ス
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
発
想
で
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

今
後
、
福
島
県
の
沿
岸
漁
業
再
生
が
、「
守
り
」
か
ら
「
攻
め
」
に
転
じ
ら
れ
る
よ
う
、
各
浜
に

お
け
る
漁
業
者
と
の
協
議
や
福
島
県
地
域
漁
業
復
興
協
議
会
、
県
下
漁
業
協
同
組
合
長
会
等
の
場
で

協
議
を
重
ね
、
各
分
野
の
課
題
を
解
決
し
、
震
災
以
前
よ
り
も
豊
か
で
魅
力
あ
る
沿
岸
漁
業
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
福
島
県
の
漁
業
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
本
県
水
産
業
の
復
旧
・
復
興
に
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心
温
ま
る
ご
支
援
・

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

六　

お
わ
り
に

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
四
ケ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
先
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
本
県
の
共
同

利
用
施
設
や
漁
船
・
漁
場
等
の
生
産
基
盤
の
復
旧
は
、
他
の
被
災
地
に
比
べ
て
遅
れ
気
味
で
は
あ
る

も
の
の
、
水
揚
げ
の
拠
点
と
な
る
小
名
浜
魚
市
場
が
平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
竣
工
し
、
相
馬
原
釜

地
方
卸
売
市
場
も
平
成
二
十
七
年
度
内
に
竣
工
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
漁
業
再
開
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
で
の

水
産
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
八
千
件
を
超
え
る
検
査
結
果
（
海
産
魚
介

類
）
で 
、
国
の
基
準
値
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
一
〇
〇
Bq
を
超
え
る
割
合
は
、
平
成
二
十
三
年
度
の

三
四
・
九
％
か
ら
、
〇
・
五
％
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
基
準
値
を
超
え
る
魚
種
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
県
の
沿
岸
漁
業
は
再
開
に
向
け
て
の
条
件
が
徐
々
に
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
一
連
の
汚
染
水
問
題
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
度
に
、
本
県
産
水
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
、
漁
業
者
の
将
来
展
望
に

大
き
な
不
安
を
与
え
て
お
り
、
関
係
者
の
復
興
へ
の
意
欲
に
影
響
し
て
い
る
面
も
見
ら
れ
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
本
県
沿
岸
漁
業
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
漁
業
者
の
海
洋
汚
染
や
風
評
へ
の
不
安
解

消
と
消
費
者
の
水
産
物
の
安
全
性
に
関
す
る
不
安
解
消
（
安
全
な
水
産
物
か
ら
安
心
な
水
産
物
へ
）

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
加
え
て
、
漁
業
再
開
に
必
要
な
自
主
検
査
体
制
の



◇
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
今

年
の
十
月
五
日
か
ら
番
号
が
通

知
さ
れ
、
来
年
一
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
。
恐
ら
く
内
容
が
分

か
っ
て
い
る
者
は
そ
う
多
く
は

い
ま
い
。
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
と
い
わ
れ
る
が
、
厳
密
な
個
人
情
報

管
理
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
義
務
や
手
間

の
多
さ
を
知
っ
て
驚
く
人
が
多
い
は
ず
だ
。

安
保
法
制
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
昔
の
個
人

の
総
背
番
号
制
と
変
ら
な
い
制
度
が
び
っ

し
り
と
企
画
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
行

政
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。

◇
…
「
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
」。

そ
の
育
て
の
親
は
何
と
い
っ
て
も
国
税
庁
。

番
号
制
度
は
鬼
に
金
棒
を
握
ら
せ
た
も
同

然
。
番
号
制
度
は
国
税
庁
に
と
っ
て
税
金

の
取
り
っ
ぱ
ぐ
れ
を
防
ぐ
最
強
の
武
器
。

制
度
の
初
め
は
給
料
に
加
え
て
銀
行
の
投

資
口
座
、
積
立
型
年
金
保
険
な
ど
に
紐
が

つ
く
。
更
に
次
の
手
は
銀
行
の
預
金
口
座

と
の
紐
付
け
だ
。
改
正
法
案
で
は
二
〇
一

八
年
か
ら
預
金
口
座
へ
の
適
用
が
始
ま
る
。

三
年
後
の
二
一
年
に
は
義
務
化
検
討
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
不
動
産
の
登
記

情
報
や
自
動
車
の
登
録
情
報
の
検
討
も
始

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
い
う
な
れ
ば
国
税

庁
は
国
民
の
資
産
の
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
、

両
方
の
主
要
な
部
分
を
押
さ
え
こ
む
。

◇
…
し
か
し
、
物
情
騒
然
た
る
世
間
で
あ

る
。
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
、
な
り
す
ま
し
詐
偽
へ
の
悪
用
、

財
布
の
中
身
丸
出
し
の
ま
ま
盗
ま
れ
る
心

配
も
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
扶

養
家
族
全
員
の
分
も
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
書
き
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
副
収

入
が
あ
る
場
合
は
会
社
に
分
か
り
個
人
は

丸
は
だ
か
の
状
態
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ

が
日
本
の
景
気
に
ど
う
ひ
び
い
て
い
く
の

か
。
最
強
無
敵
を
誇
る
安
倍
政
権
の
礎
を

揺
る
が
す
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

◇
…
我
々
の
個
人
情
報
は
本
当
に
守
ら
れ

る
の
か
。
こ
の
制
度
は
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
企
業
に
課
し
て
い
る
が
、
守
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
確
信
は
薄
い
。
米
国
や
韓

国
で
も
他
人
の
ナ
ン
バ
ー
を
盗
ん
で
、
そ

の
人
に
な
り
す
ま
し
た
詐
欺
事
件
が
続
々

と
出
て
い
る
。
日
本
で
も
今
年
三
月
、
大

阪
市
で
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
、

著
名
人
ら
の
戸
籍
を
不
正
に
検
索
・
閲
覧

し
て
停
職
や
減
給
と
な
っ
た
職
員
の
数
は

五
七
人
、
訓
告
処
分
の
管
理
職
は
一
三
一

人
と
異
例
の
規
模
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。

日
本
は
本
当
に
大
丈
夫
か
。（
Ｋ
）

　

大
震
災
に
よ
る
大
津
波
や
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
事
故
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
二
十

七
年
六
月
末
現
在
も
、
沿
岸
漁
業
の
操
業
は
自

粛
し
て
い
る
現
状
。
し
か
し
、
最
近
の
調
査
か

ら
魚
介
類
の
汚
染
は
確
実
に
収
束
に
向
か
っ
て

い
る
。
生
産
基
盤
の
復
旧
も
他
の
被
災
地
に
比

べ
遅
れ
気
味
で
あ
る
が
拠
点
と
な
る
産
地
卸
売

市
場
も
二
十
六
年
度
の
小
名
浜
に
続
き
、
相
馬

原
釜
も
二
十
七
年
度
に
竣
工
予
定
。
ヒ
ラ
メ
・

カ
レ
イ
類
も
評
価
は
依
然
高
く
、
漁
業
経
営
の

向
上
を
目
指
す
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。
ご
執

筆
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」　

第
五
七
一
号

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
発
行

（
非　

売　

品
）

井

上

恒

夫

編
集
兼

発
行
人

発
行
所

〒　
　
　

東
京
都
中
央
区
豊
海
町
五
番
一
号

　
　
　
　

豊
海
セ
ン
タ
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ビ
ル
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階

一
般
財
団
法
人　
東
京
水
産
振
興
会

印
刷
所　

㈱
連
合
印
刷
セ
ン
タ
ー

電　
話（
03
）三
五
三
三
︱
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03
）三
五
三
三
︱
八
一
一
六

（
本
稿
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
）
ご意見・ご感想をホームページよりお寄せ下さい。

URL  http://www.suisan-shinkou.or.jp/

「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）

104-
0055
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